
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（２学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組 の中の、文系選択者

教科担当者：

使用教科書：（ 文英堂『古典探究』 ）

使用教材： 『九訂版　体系古典文法』数研出版 『新明説漢文』尚文出版

『つながる・まとまる　古文単語』いいずな書店 『読み解く古典１・２』浜島書店

教科 の目標：

科目 の目標：

話・
聞 書 読

○ ○

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

国語

定期考査

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚を
もつい、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

単元の具体的な指導目標

1

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身
に付けるとともに、我が国の言語文化に対する理解を
深めることができるようにする。

１
学
期

知

16

領域
評価規準

○ 25

○ ○

思 態

【知識及び技能】
・本文中に登場する、我が国の言語文化に特徴的
な語句・語彙の文化的背景を理解し、語感を磨き
語彙を豊かにしている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや古典特
有の表現、時間の経過などによる言葉の変化につ
いて理解を深めている。

【思考力、判断力、表現力等】
古典の文章に慣れるとともに、現代に通じる話の
おもしろさや人間描写の巧みさを理解している。
・説話という文章の種類を踏まえて、内容や展開
を的確に捉え、作品に表れているものの見方や考
え方を捉え、内容を解釈している。

【学びに向かう力、人間性等】
積極的に説話を読み味わい、互いに話のおもしろ
さを伝え合おうとしている。

○ ○

○

指導項目・内容

古典文学　説話
【知識及び技能】
・本文中に登場する、我が国の言語文
化に特徴的な語句・語彙の文化的背景
を理解し、語感を磨き語彙を豊かにす
る。
・古典を読むために必要な文語のきま
りや古典特有の表現、時間の経過など
による言葉の変化について理解を深め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・古典の文章に慣れるとともに、現代
に通じる話のおもしろさや人間描写の
巧みさを理解する。
・説話という文章の種類を踏まえて、
内容や展開を的確に捉え、作品に表れ
ているものの見方や考え方を捉え、内
容を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に説話を読み味わい、互いに
話のおもしろさを伝え合う。

・現代に通じる話のおもしろさや人
間描写の巧みさを知る。
・説話という文章の種類を踏まえ
て、内容や展開を的確に捉える。
・作品に表れているものの見方や考
え方を捉え、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・主として古今異義語について、理
解を深める。

・教材‥古文に親しむ　説話「沙石
集」「宇治拾遺物語」「十訓抄」
・一人１台端末の活用　等

○

古典探究

国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

　　） （３・６組：内尾）

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

訓読に親しむ

【知識及び技能】
・我が国の言語文化に特徴的な語句の
量を増し、語感を磨き語彙を豊かにす
る。
・古典の世界に親しむために、古典を
読むために必要な訓読のきまり、古典
特有の表現などについて理解を深めて
いる。

【思考力、判断力、表現力等】
・漢文を訓読するための基礎知識とし
て、返り点の種類と使い方、助字のは
たらきと意味、再読文字の種類と読み
方を習得する。
　
【学びに向かう力、人間性等】
・これからの学習に見通しをもって、
漢文訓読の基礎知識を積極的に身につ
ける。

・漢文を訓読するための基礎知識と
して、返り点の種類と使い方に習熟
する。
・漢文を訓読するための基礎知識と
して、助字のはたらきと意味を習熟
する。
・漢文を訓読するための基礎知識と
して、再読文字の種類と読み方を習
熟する。
・故事成語や格言に多く触れること
により、語句の量を増やし、語彙を
豊かにする。
・我が国の文化と外国の文化との関
係について理解する。
・訓読のきまりを理解する。

・教材　漢文に親しむ　故事成語
「朝三暮四」「漁夫利」「畏饅頭」
・一人１台端末の活用　等

〇

【知識及び技能】
・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、
語感を磨き語彙を豊かにする。
・古典の世界に親しむために、古典を読むために
必要な訓読のきまり、古典特有の表現などについ
て理解を深めている。

【思考力、判断力、表現力等】
・漢文を訓読するための基礎知識として、返り点
の種類と使い方、助字のはたらきと意味、再読文
字の種類と読み方を習得する。

【学びに向かう力、人間性等】
これからの学習に見通しをもって、漢文訓読の基
礎知識を積極的に身につける。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像した
りする力を伸ばし、先人のものの見方、感じ方、考
え方との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思
いや考えを広げたり深めたりすることができるよう
にする。

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯に
わたって古典に親しみ自己を向上させ、我が国の言
語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して
他者や社会に関わろうとする態度を養う。

古典探究

配当
時数

（1・2・４組　　　　）

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 古典探究 3

（　５・７組：柴﨑　　　）



○ ○

○ 21

1定期考査

【知識及び技能】
・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、
語感を磨き語彙を豊かにしている。
・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国
の文化との関係について理解している。
・古典の世界に親しむために、古典を読むために
必要な訓読のきまり、古典特有の表現などについ
て理解を深めている。

【思考力、判断力、表現力等】
・戦国時代末期を背景とした国の状況を知るとと
もに、登場人物の心理描写の巧みさを読み解いて
いる。

【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に史伝の特徴を理解し、たとえ話におけ
る論理を説明しようとしている。

○ ○

漢文学　史伝

【知識及び技能】
・我が国の言語文化に特徴的な語句の
量を増し、語感を磨き語彙を豊かにす
る。
・我が国の言語文化の特質や我が国の
文化と外国の文化との関係について理
解する。
・古典の世界に親しむために、古典を
読むために必要な訓読のきまり、古典
特有の表現などについて理解を深め
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・戦国時代を背景とした国の状況を知
るとともに、郭隗が用いた論理の巧み
さを読み解く。

・史伝という文章の種類を踏まえ
て、内容や展開を的確に捉える。
・戦国時代末期を背景とした国の状
況を知るとともに、登場人物の心理
描写の巧みさを読み解く。
・作品に表れているものの見方や考
え方を捉え、内容を解釈する。
・句法（使役・受身・仮定・比較選
択）を理解する。
・「四面楚歌」の由来と現代の意味
の違いを知り、古典の言葉と現代の
言葉とのつながりについて理解す
る。

・教材　史記「鴻門之会」「四面楚
歌」「項羽の最期」
・一人１台端末の活用　等

〇

古典文学　歌物語

【知識及び技能】
・本文中に登場する、我が国の言語文
化に特徴的な語句・語彙の文化的背景
を理解し、語感を磨き語彙を豊かにす
る。
・古典を読むために必要な文語のきま
りや古典特有の表現、時間の経過など
による言葉の変化について理解を深め
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・話の中で和歌が果たしている役割を
押さえ、歌物語の特徴と読み解き方を
理解する。
・歌物語という文章の種類を踏まえ
て、内容や展開を的確に捉え、作品に
表れているものの見方や考え方を捉
え、内容を解釈する。

【学びに向かう力、人間性等】
・歌物語に積極的に親しみ、学習課題
に沿って和歌の果たす意味を捉える。

・話の中で和歌が果たしている役割を押
さえ、歌物語の特徴と読み解き方を理解
する。
・歌物語では感動の中心が歌にあること
を理解し、内容や展開を的確に捉える。
・作品に表れているものの見方や考え方
を捉え、内容を解釈する。
・作品の歴史的・文化的背景を理解す
る。
・主として助動詞の活用について、文語
のきまりを理解する。

・教材…伊勢物語、大和物語、土佐日記
〔歴史の窓〕
・一人１台端末の活用　等

○

【知識及び技能】
・本文中に登場する、我が国の言語文化に特徴的
な語句・語彙の文化的背景を理解し、語感を磨き
語彙を豊かにしている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや古典特
有の表現、時間の経過などによる言葉の変化につ
いて理解を深めている。

【思考力、判断力、表現力等】
・話の中で和歌が果たしている役割を押さえ、歌
物語の特徴と読み解き方を理解している。
・歌物語という文章の種類を踏まえて、内容や展
開を的確に捉え、作品に表れているものの見方や
考え方を捉え、内容を解釈している。

【学びに向かう力、人間性等】
・歌物語に積極的に親しみ、学習課題に沿って和
歌の果たす意味を捉えようとしている。

○ ○ ○ 20

２
学
期



○ ○
合計
105

20

古典文学　物語
【知識及び技能】
・本文中に登場する、我が国の言語文
化に特徴的な語句・語彙の文化的背景
を理解し、語感を磨き語彙を豊かにす
る。
・古典を読むために必要な文語のきま
りや古典特有の表現、時間の経過など
による言葉の変化について理解を深め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・物語を読んで、当時の人々の生活感
覚や興味の対象を知り、ものの見方・
考え方を理解する。
・物語という文章の種類を踏まえて、
内容や展開を的確に捉え、作品に表れ
ているものの見方や考え方を捉え、内
容を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
・本文中に表れた登場人物の心理描写
などを積極的に読み取り、考えたこと
を伝え合う。

・物語を読んで、当時の人々の生活
感覚や興味の対象を知り、ものの見
方・考え方を理解する。
・物語という文章の種類を踏まえ
て、内容や展開を的確に捉える。
・作品に表れているものの見方や考
え方を捉え、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・「コラム」と読み合わせて、作品
の歴史的・文化的背景を理解する。
・主として助動詞について、文語の
きまりを理解する。

・教材…源氏物語「桐壺」「若
紫」、コラム「古典を伝える」
・一人１台端末の活用　等

○ 〇

【知識及び技能】
・本文中に登場する、我が国の言語文化に特徴的
な語句・語彙の文化的背景を理解し、語感を磨き
語彙を豊かにしている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや古典特
有の表現、時間の経過などによる言葉の変化につ
いて理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・物語を読んで、当時の人々の生活感覚や興味の
対象を知り、ものの見方・考え方を理解してい
る。
・物語という文章の種類を踏まえて、内容や展開
を的確に捉え、作品に表れているものの見方や考
え方を捉え、内容を解釈している。
【学びに向かう力、人間性等】
・学習の見通しをもって物語のさまざまな文体や
取り上げられた対象に触れ、進んで解釈を深めよ
うとしている。

○ ○ ○

定期考査 1

３
学
期


